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S.S.E.の特徴 

 フルスクラッチで開発 

Stockfish 8 をベースに 0から開発を行いました．盤面を表現するビットボード

は縦型ビットボードを使用しています．合法手生成部はオリジナルのものを実装し

ました． この間まで，開き王手の生成にバグがあったので，他にもないか少し不

安です． 

 

 探索 

基本的には Stockfish 8 ベースになっています．定跡は使用しないつもりです．

今後、Stockfish 9の変更を一部取り入れ，探索パラメータの調整や枝刈り手法の

変更を行う予定です． 

 

 評価関数 

評価関数は，コンピュータ将棋選手権使用可能ライブラリである elmoの評価関

数をそのまま使用する予定です．選定理由は，ライブラリの中で最も強い評価関数

であるためです．ディープラーニングを利用した評価関数の開発も進めており，う

まくいけば今後変更する可能性があります． 
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